
(57)【要約】

【解決手段】本発明は、大豆および他の豆状の実を熱間

で外皮除去し、および次いで製粉するための方法、並び

にこの方法を実施するための設備に関する。簡略化され

た方法処理、および比較的に簡単な設備構造が可能にさ

れるべきである。このことは、温め／コンディショニン

グに続いて、粉砕が、ダブル粉砕段において、そしてこ

れに続いて衝突分離６および外皮分離７が行われること

によって解決される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
大 豆 お よ び そ の よ う な 豆 状 の 実 を 熱 間 で 外 皮 除 去 し 、 お よ び 次 い で 製 粉 す る た め の 方 法 で
あ っ て 、 そ の 際 、
こ れ ら 大 豆 が 、 有 利 に は 接 触 熱 に よ っ て 、 及 び ／ ま た は 熱 い ガ ス 流 内 に お い て 先 ず 第 一 に
熱 せ ら れ 、 そ し て こ れ に 続 い て 製 粉 、 お よ び 外 皮 分 離 が 行 わ れ る 上 記 方 法 に お い て 、
製 粉 が 、 た だ ダ ブ ル 粉 砕 段 の み を 用 い て 構 成 さ れ 、 こ の ダ ブ ル 粉 砕 段 に 、 衝 突 分 離 段 、 お
よ び 外 皮 を 分 離 す る 吸 気 段 が 続 い て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
吸 気 段 に 、 フ レ ー キ ン グ 段 、 ま た は 仕 上 げ 製 粉 段 が 続 い て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
ダ ブ ル 粉 砕 段 内 に お い て 、 ２ 回 の 粗 び き が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
粉 砕 さ れ た 豆 お よ び 外 皮 か ら 成 る 混 合 物 は 、 ガ ス 流 に よ る 外 皮 分 離 の た め に 、 逆 流 内 に お
い て 貫 通 流 動 さ れ 、 且 つ 、 混 合 物 を カ ス ケ ー ド 状 に 衝 突 さ せ る こ と に よ っ て 、 こ れ ら 混 合
物 の 吸 気 、 お よ び 外 皮 の 分 離 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 つ
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
大 豆 お よ び そ の よ う な 豆 状 の 実 を 熱 間 で 外 皮 除 去 し 、 お よ び 次 い で 製 粉 す る た め の 設 備 で
あ っ て 、 こ の 設 備 が 、 大 豆 を 温 め る た め の 、 ス チ ー ム 装 置 （ １ ） 及 び ／ ま た は 渦 流 床 （ ２
） を 、 並 び に 、 後 に 続 い て 設 け ら れ た 粉 砕 段 お よ び 外 皮 分 離 段 を 、 備 え て い る 上 記 設 備 に
お い て 、
粉 砕 段 が 、 粗 び き ロ ー ル ミ ル （ ３ ） を 有 す る ダ ブ ル 粉 砕 段 で あ り 、 こ の ダ ブ ル 粉 砕 段 に 、
衝 突 分 離 装 置 （ ６ ） 、 そ し て こ れ に 続 い て 外 皮 分 離 機 （ ７ ） が 後 続 し て 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 設 備 。
【 請 求 項 ６ 】
外 皮 分 離 機 （ ７ ） の 後 に 、 フ レ ー キ ン グ ミ ル （ ８ ） ま た は 仕 上 げ 製 粉 段 が 後 続 し て 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 ７ 】
粗 び き ロ ー ル ミ ル （ ３ ） は 、 ２ つ の 直 接 的 に 重 な り 合 っ て 配 設 さ れ た 波 形 ロ ー ル を 有 す る
ロ ー ル 対 （ ４ 、 ５ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 ８ 】
外 皮 分 離 機 （ ７ ） は 、 カ ス ケ ー ド 形 に 重 な り 合 っ て 配 設 さ れ た 、 円 錐 形 の 衝 突 面 を 有 す る
衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ 、 ． ． ． ） を 備 え て お り 、 そ の 際 、 そ れ ぞ れ に 、 ２ つ の 衝 突 部 材 （ ７ ０
７ 、 ７ １ ０ 、 ． ． ． ） 間 に 、 ホ ッ パ ー （ ７ ０ ８ 、 ７ １ １ 、 ． ． ． ） が 設 け ら れ て お り 、 こ
れ ら ホ ッ パ ー の 開 い て い る 底 部 （ ７ ０ ９ ） 内 に 、 そ れ ぞ れ に 、 こ れ ら ホ ッ パ ー の 下 に 設 け
ら れ て い る 衝 突 部 材 が 突 出 し て い る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら
７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 ９ 】
少 な く と も ２ つ の 、 有 利 に は 、 ４ つ ま た は ５ つ の 衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ 、 ． ． ． ） が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 １ ０ 】
衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ 、 ． ． ． ） は 、 外 皮 分 離 機 （ ７ ） の 中 心 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に 配 設 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 １ １ 】
基 本 的 に 円 筒 形 の ケ ー シ ン グ （ ７ ０ １ ） を 有 し 、
シ ュ ー ト 管 （ ７ ０ ６ ） に 移 行 す る 材 料 流 入 口 （ ７ ０ ２ ） 、 下 側 の 材 料 排 出 口 （ ７ ０ ３ ） 、
下 側 の ガ ス 流 入 口 （ ７ ０ ４ ） 、 上 側 の ガ ス 排 出 口 （ ７ ０ ５ ） 、 お よ び 、 多 数 の こ の ケ ー シ
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ン グ （ ７ ０ １ ） の 中 心 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に お よ び カ ス ケ ー ド 形 に 重 な り 合 っ て 配 設 さ れ
た 、 シ ュ ー ト 管 （ ７ ０ ６ ） を 通 っ て 流 入 す る 材 料 を こ の ケ ー シ ン グ （ ７ ０ １ ） の 内 側 壁 の
方 向 に 分 配 す る 、 円 錐 形 の 衝 突 面 を 備 え る 衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ 、 ． ． ． 、 ７ １ ５ ） を 有 し 、
そ の 際 、
そ れ ぞ れ ２ つ の 衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ 、 ． ． ． 、 ７ １ ５ ） の 間 に 、 ホ ッ パ ー （ ７ ０ ８ 、 ． ． ．
） が 、 こ れ ら ホ ッ パ ー の 下 に 設 け ら れ て い る 衝 突 部 材 （ ７ １ ０ 、 ． ． ． 、 ７ １ ５ ） の 衝 突
面 上 へ の ガ ス 流 の 方 向 転 換 の た め に 設 け ら れ て い る こ と 、 お よ び 、
そ れ ぞ れ に 、 下 側 の 衝 突 部 材 （ ７ １ ０ 、 ． ． ． ） が 、 ホ ッ パ ー （ ７ ０ ８ 、 ． ． ． ） の 開 い
て い る 底 部 （ ７ ０ ９ ） 内 に 突 出 し て い る こ と 、 お よ び 、
更 に 、 ガ ス 流 入 口 （ ７ ０ ４ ） の 開 口 部 （ ７ １ ７ ） が 、 最 も 下 側 の 衝 突 部 材 （ ７ １ ５ ） の 下
方 で 、 こ の ケ ー シ ン グ （ ７ ０ １ ） の 中 心 軸 線 に 対 し て 同 心 的 に 、 配 設 さ れ て お り 、 且 つ 、
更 に 、 上 側 の 第 １ の 衝 突 部 材 （ ７ ０ ７ ） が 、 閉 鎖 さ れ た 円 錐 形 の 衝 突 面 を 有 し て お り 、 残
り の 衝 突 部 材 の 衝 突 面 が 、 こ れ に 反 し て 、 円 錐 尖 端 部 に お い て 開 い て い る よ う に 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 外 皮 分 離 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 特 許 請 求 項 １ の 上 位 概 念 の 特 徴 に よ る 、 大 豆 ま た は 他 の 豆 状 の 実 を 熱 間 で 外 皮
除 去 し 、 お よ び 次 い で 製 粉 す る た め の 方 法 、 並 び に こ の 方 法 を 実 施 す る た め の 設 備 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
大 豆 ま た は 他 の 豆 状 の 実 を 熱 間 で 外 皮 除 去 す る こ と は 、 例 え ば 、 後 続 の 製 粉 の 準 備 作 業 と
し て 一 般 的 に 公 知 で あ る 。 従 っ て 、 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 ３ ５ ４ ４ ３ ８ ７ 号 明 細 書 は 、
こ の 様 式 の 外 皮 を 除 去 す る 方 法 を 記 載 し て お り 、 こ の 方 法 に お い て 、 実 が 、 こ の 実 の 中 心
部 分 内 に 至 る ま で 所 定 の 温 度 ま で に 十 分 に 加 熱 さ れ 、 引 き 続 い て 、 熱 い ガ ス 流 に 曝 さ れ 、
且 つ 次 い で 外 皮 の 分 離 が 行 わ れ る 。 こ の 完 全 加 熱 は 、 ５ ０ ℃ か ら ７ ５ ℃ に 至 る ま で 、 少 な
く と も 部 分 的 に 接 触 熱 を 用 い て 行 わ れ る 。 こ の ガ ス 流 内 に お い て 、 温 度 は ９ ０ ℃ に 至 る ま
で 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
実 は 、 接 触 熱 に 、 熱 い 表 面 を 有 す る 装 置 内 に お い て 、 お よ び 、 熱 い ガ ス 流 に 、 こ れ と は 反
対 に 、 流 動 床 も し く は 渦 流 床 内 に お い て 曝 さ れ る 。 外 皮 除 去 装 置 は 、 例 え ば 、 衝 撃 式 外 皮
除 去 装 置 で あ り 、 こ の 衝 撃 式 外 皮 除 去 装 置 に 、 更 な る 流 動 床 、 及 び ／ ま た は 外 皮 分 離 の た
め の 空 気 選 別 機 が 後 に 接 続 さ れ る 。 製 粉 の 前 に 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
公 知 の ２ 段 式 の 製 粉 の 場 合 、 一 対 の 波 形 ロ ー ル 、 そ し て こ れ に 続 い て 一 対 の ゴ ム ロ ー ル を
有 す る 第 １ の 粗 び き 段 に 分 離 機 が 続 い て お り 、 且 つ 、 こ の 分 離 機 に 、 ２ つ の 波 形 ロ ー ル を
有 す る 第 ２ の 粗 び き 段 が 続 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 大 豆 ま た は 他 の 豆 状 の 実 を 熱 間 で 外 皮 除 去 す る た め
の 、 公 知 技 術 の 欠 点 を 回 避 し 、 且 つ 簡 略 化 さ れ た 方 法 処 理 を 可 能 に す る 方 法 を 開 発 す る こ
と で あ る 。 こ の 課 題 は 、 特 許 請 求 項 １ の 典 型 的 な 特 徴 で も っ て 解 決 さ れ て い る 。 有 利 な 実
施 形 態 は 、 従 属 請 求 項 に お い て 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 更 な る 課 題 は 、 こ の 方 法 を 実 施 す る た め の 設 備 の 提 供 に あ る 。 本 発 明 の 特 別 な 課
題 は 、 同 様 に 、 実 の 外 皮 の 除 去 の 、 お よ び 外 皮 の 分 離 の た め の 装 置 （ 外 皮 分 離 機 ） を 提 供
す る こ と で も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 方 法 は 、 比 較 的 に 高 い 実 効 性 を 、 方 法 段 の 比 較 的 に 僅 か の 数 に お い て 可 能 に
す る 。 大 豆 ま た は 他 の 豆 状 の 実 の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ お よ び 熱 シ ョ ッ ク の 後 、 ダ ブ ル 粉 砕
ユ ニ ッ ト 内 に お け る 粗 び き 段 、 お よ び 衝 突 分 離 段 、 そ し て こ れ に 続 い て 吸 気 （ Ａ ｓ ｐ ｉ ｒ
ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ る 外 皮 の 分 離 段 が 続 い て い る 。 こ れ ら の 段 に 、 仕 上 げ 製 粉 段 が 接 続 可 能
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で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 方 法 は 、 タ ン パ ク 質 の 豊 富 な 穀 粉 （ 豆 内 に お け る た ん ぱ く 質 含 有 量 に 依 存 し て 、 ４ ７
％ か ら ４ ８ ％ ま で の ） を 製 造 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
次 に 、 本 発 明 を 、 実 施 例 内 に お い て 図 に 基 づ い て 、 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
以 下 の 実 施 例 に お い て 、 た だ 基 本 的 な 方 法 お よ び 設 備 部 分 だ け が 、 比 較 的 に 詳 細 に 記 載 さ
れ て い る 。 こ れ 以 外 の 所 属 す る 方 法 段 お よ び 設 備 部 分 は 、 公 知 の 技 術 レ ベ ル に 基 づ い て 容
易 に 想 到 し 得 る 方 法 に お い て 、 図 １ か ら 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
全 大 豆 は 、 コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の 目 的 で 、 例 え ば ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 ３ ５ ４ ４ ３ ８ ７
号 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ て い る よ う に 、 ス チ ー ム 装 置 １ 、 お よ び 引 き 続 い て 流 動 床 も し
く は 渦 流 床 ２ 内 へ と 到 達 す る 。 こ の ス チ ー ム 装 置 １ 内 に お い て 、 大 豆 の 加 熱 は 接 触 熱 を 用
い て 、 お よ び 渦 流 床 ２ 内 に お い て 、 熱 い ガ ス 流 内 で の 更 な る 加 熱 が 、 ７ ０ ℃ か ら ９ ０ ℃ に
至 る ま で の 平 均 温 度 で 行 わ れ る 。 こ の 加 熱 の 終 わ り に 、 こ れ ら 豆 は 、 １ ０ ～ １ １ ％ の 湿 度
を 有 し て い る 。 既 に 緩 め ら れ た 外 皮 は 、 こ の ス チ ー ム 装 置 １ お よ び 渦 流 床 ２ 内 に お い て 、
公 知 の 方 法 で 、 こ れ ら 豆 か ら 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に し て 準 備 さ れ た 豆 は 、 こ こ で 、 図 示 さ れ て い な い 保 温 タ ン ク （ 中 間 貯 蔵 部 ） 内
に 、 ま た は 直 接 的 に 、 粗 び き ロ ー ル ミ ル ３ に 到 達 す る 。 こ の 粗 び き ロ ー ル ミ ル ３ は 、 ２ つ
の 直 接 的 に 重 な り 合 っ て 配 設 さ れ た ロ ー ル 対 ４ 、 ５ を 備 え て お り 、 こ れ ら ロ ー ル 対 が 、 例
え ば ヨ ー ロ ッ パ 特 許 第 ３ ３ ５ ９ ２ ５ 号 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ て い る よ う な 、 ダ ブ ル 粉 砕
段 を 形 成 し て い る 。 こ れ ら ロ ー ル 対 ４ 、 ５ は 、 波 形 ロ ー ル を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
粗 び き さ れ た 豆 は 、 引 き 続 い て 、 衝 突 分 離 装 置 ６ に 、 お よ び そ の 後 、 外 皮 分 離 機 ７ に 到 達
し 、 こ の 外 皮 分 離 機 に お い て 、 外 皮 は 完 全 に 粗 び き さ れ た 豆 か ら 分 離 さ れ る 。 こ れ ら 分 離
さ れ た 外 皮 は 、 空 気 流 内 に お い て 、 そ の 上 、 更 な る 篩 に か け ら れ る 。 最 終 的 に 、 次 い で 、
フ レ ー キ ン グ ミ ル （ Ｆ ｌ ｏ ｃ ｋ ｉ ｅ ｒ ｗ ａ ｌ ｚ ｗ ｅ ｒ ｋ ） ８ 内 に お い て フ レ ー ク 化 が 、 ま
た は 更 な る 製 粉 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
外 皮 分 離 機 ７ は 、 押 し 砕 か れ た 豆 を 、 逆 流 内 に お い て 、 貫 通 流 動 さ せ る た め の 、 上 側 の 材
料 流 入 口 ７ ０ ２ お よ び 下 側 の 材 料 排 出 口 ７ ０ ３ 、 並 び に 下 側 の ガ ス 流 入 口 ７ ０ ４ お よ び 上
側 の ガ ス 排 出 口 ７ ０ ５ を 有 す る 、 一 貫 し た 円 筒 形 の ケ ー シ ン グ ７ ０ １ か ら 成 っ て い る 。 そ
の 際 、 こ れ ら 豆 は 、 吸 気 さ れ る だ け で な く 、 全 て の 緩 ん だ 外 皮 が 、 ガ ス 流 内 に お い て 、 一
緒 に 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
材 料 流 入 口 ７ ０ ２ は 、 シ ュ ー ト 管 ７ ０ ６ を 備 え て お り 、 こ の シ ュ ー ト 管 を 通 っ て 、 豆 （ お
よ び 外 皮 ） が 第 １ の こ の シ ュ ー ト 管 ７ ０ ６ に 対 し て 同 心 的 に 配 設 さ れ た 円 錐 形 の 衝 突 部 材
７ ０ ７ 上 に 衝 突 す る 。 反 対 の 方 向 で 流 動 す る ガ ス 流 に よ っ て 、 緩 ん だ 外 皮 、 お よ び 軽 い 微
粒 子 が 連 行 さ れ る 。 豆 部 分 は 、 こ れ に 反 し て 、 こ の 衝 突 部 材 ７ ０ ７ の 円 錐 面 上 で 下 方 へ と
転 が り 、 且 つ 、 こ の 衝 突 部 材 の 下 に 設 け ら れ て い る ホ ッ パ ー ７ ０ ８ 内 へ と 落 下 す る 。 こ の
ホ ッ パ ー ７ ０ ８ の 開 い て い る 底 部 ７ ０ ９ 内 へ と 、 更 な る 、 こ の 底 部 の 下 に 設 け ら れ て い る
、 円 錐 形 の 衝 突 部 材 ７ １ ０ が 、 突 出 し て い る 。 重 力 作 用 に よ っ て 、 こ れ ら 豆 部 分 お よ び 外
皮 部 分 は 、 こ の ホ ッ パ ー ７ ０ ８ か ら 、 第 ２ の 衝 突 部 材 ７ １ ０ の 円 錐 面 上 へ と 転 が り 、 且 つ
、 そ こ か ら 、 更 な る 、 こ の 衝 突 部 材 の 下 に 設 け ら れ て い る ホ ッ パ ー ７ １ １ 内 へ と 転 が る 。
そ の 際 、 更 な る 外 皮 部 分 は 、 ガ ス 流 で も っ て 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の ホ ッ パ ー ７ １ １ の 下 方 に 、 更 な る 前 述 の よ う な 衝 突 部 材 ７ １ ３ が 、 こ の 第 ２ の ホ ッ パ
ー ７ １ １ の 底 部 ７ １ ２ 内 へ と 突 出 し て い る 。 類 似 し て 、 第 ３ の お よ び 第 ４ の 衝 突 部 材 が 後
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に 続 い て い る 。 こ の 第 ４ の 衝 突 部 材 ７ １ ３ は 、 開 い て い る 底 部 ７ １ ４ を 備 え る 類 似 し た ホ
ッ パ ー を 有 し て い る 。 こ の 底 部 ７ １ ４ 内 へ と 、 前 記 さ れ た 方 法 で 、 第 ５ の 円 錐 形 の 衝 突 部
材 ７ １ ５ が 突 出 し て い る 。 こ の 第 ５ の 衝 突 部 材 は 、 こ の 円 錐 面 の 下 方 に 、 円 筒 形 の 外 套 面
７ １ ６ を 有 し て お り 、 従 っ て 、 こ の 衝 突 部 材 ７ １ ５ が 、 同 心 的 に 配 設 さ れ た ガ ス 流 入 口 ７
０ ４ の 開 口 部 ７ １ ７ を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
た だ 衝 突 部 材 ７ ０ ７ だ け が 、 閉 鎖 さ れ た 、 円 錐 形 の 衝 突 面 を 有 し て お り 、 こ れ に 反 し て 、
残 り の 衝 突 部 材 の 尖 端 部 は 、 ホ ッ パ ー お よ び そ の 上 方 に 存 在 す る 衝 突 部 材 の 方 向 で の 、 ガ
ス の 貫 通 流 動 を 可 能 と す る た め に 、 上 に 開 い て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
シ ュ ー ト 管 ７ ０ ６ の 円 錐 形 の 開 口 部 、 ま た は こ の シ ュ ー ト 管 ７ ０ ６ の 部 材 は 、 豆 の 流 入 を
必 要 の あ る 場 合 に 調 節 す る た め に 、 衝 突 部 材 ７ ０ ７ に 対 し て 、 （ も し く は 、 同 様 に 衝 突 部
材 ７ ０ ７ も ） 、 高 さ 調 節 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の カ ス ケ ー ド 形 の 衝 突 部 に よ っ て 、 非 常 に 良 好 な 豆 材 料 の 吸 気 、 お よ び 外 皮 の 効 率 の 良
い 分 離 が 達 せ ら れ る 。 少 な く と も ２ つ ま た は ３ つ の 衝 突 部 材 は 、 設 け ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
大 豆 或 い は そ の よ う な 物 を 熱 間 で 外 皮 除 去 し 、 お よ び 製 粉 す る た め の 設 備 の 本 発 明 に よ る
方 法 の ダ イ ア グ ラ ム の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 に よ る 外 皮 分 離 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 ス チ ー ム 装 置
２ 　 　 渦 流 床
３ 　 　 粗 び き ロ ー ル ミ ル
４ 　 　 ロ ー ル 対
５ 　 　 ロ ー ル 対
６ 　 　 衝 突 分 離 装 置
７ 　 　 外 皮 分 離 機
８ 　 　 フ レ ー キ ン グ ミ ル
７ ０ １ 　 ケ ー シ ン グ
７ ０ ２ 　 材 料 流 入 口
７ ０ ３ 　 材 料 排 出 口
７ ０ ４ 　 ガ ス 流 入 口
７ ０ ５ 　 ガ ス 排 出 口
７ ０ ６ 　 シ ュ ー ト 管
７ ０ ７ 　 衝 突 部 材
７ ０ ８ 　 ホ ッ パ ー
７ ０ ９ 　 底 部
７ １ ０ 　 衝 突 部 材
７ １ １ 　 ホ ッ パ ー
７ １ ２ 　 底 部
７ １ ３ 　 衝 突 部 材
７ １ ４ 　 底 部
７ １ ５ 　 衝 突 部 材
７ １ ６ 　 外 套 面
７ １ ７ 　 開 口 部
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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